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課題名

試験研〃

究年次

Ｉ目的

７良食味品種の移植期、前作が異なる場合の安定栽培法
分類 ①

水稲品種「キヌヒカリ」の作期別生育特性と安定栽培法

６３～２年（完了）

水稲の極早生良食味品種「キヌヒカリ」の移植時期別生育特性を明らかにし、良質安定栽培の
ための目標生育量や施肥量を検討する。

Ⅱ試験方法，
ユ試験実施場所農産研究所第２水田７号圃､12号圃豊前分場1号圃
2Ｊ供試品種キヌヒカリ、コシヒカリ（比較）
３栽培様式移植栽培針稚苗(苗齢1.5～2.4L)、ホ・ﾂﾄ苗(苗齢3.7～4.1L）

栽植密度；３０cm×15cm(22.2株/㎡)４１株4本植、ホ・ﾂﾄ苗は1株3本植
４移植時期４月20～25日、５月6～8日、６月9～10日の3水準

| '

Ⅲ主要成果の概要’

｢キヌヒカリ」の早期及び普通期栽培での生育特性と最適施肥法をコシヒカリ対比で明らか
にしたｄすでにキヌヒカリについては１年度研究成果情報として報告しているが、本成果は２
年度のデータを加えて、成果情報の充実を図ったものでる。

１生育特性

(1)生育ステージ；出穂・成熟期は各移植期とも、コシヒカリとほぼ同時期である。４月下旬
～５月上旬植の早期栽培では、８月下旬に成熟期となる。４葉程度のﾎｯﾄ苗を用いることによ
り、４～5日早進化が可能となる。

(2)穂数と頴花数；移植時期が早いほど、単位面積当たり穂数、頴花数が多い。また、コシヒ
カリに比較して穂数は各移植時期とも１０％程度少ない．１穂当たり頴花数はコシヒカリとほぼ
同等であるが、穂数が少ないため単位面積当たり頴花数は10％程度少ない。

(3)耐倒伏性；稗長はコシヒカリより8cm程度短く､耐倒伏性は勝る。移植時期による程長の変
化は少ない。’

(4)収量と目標頴花数；収量は移植時期が４月下旬～６月上旬の範囲では早いほど多い。収量か
らみた最適頴花数は、早期栽培では㎡当たり30,000程度で、この場合、600～550kg/lOa程度
の収量が期待できる｡普通期栽培では27,000程度で収量目標は500kg/10a程度である.コシヒ
カリに比べて同一の頴花数では多収となる。

２最適施肥量(Nkg/10a）

(1)基肥量；最適な頴花数を確保するために必要な基肥窒素量は、コシヒカリに比べて1.0～

2.0kg増肥する必要がある。一般水田における最適な基肥量は、早期栽培では5～6kg、普通
期栽培では4～5kgである。

(2)穂肥堂；第１回穂肥は早期栽培では1.5～2kｇ（出穂前22～１８日）、普通期栽培では1.5kｇ（
出穂前20～16日）とし、第２回穂肥はいずれも第１回穂肥の7～10日後に１．５kg施用する。
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①1988～1989年｡ 多植、出穂、成熟期は2ｶ年の幅。②調査場所は鴎産研究Ｆ

又童第３表６月６～８日移植の基肥寵

咽蚤程畏型凹 重蕊基肥量程長裂
0２ ｃ、本ｘｌＯＯｋｇ/102
79０．２４０３３０８５４８
３０－０．３４２７３３？５７４

①63～2年の平均値．②穂liE
③調査場所は豊前分場．
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①早期は４月20Ｅ

５月８～１０日移植、

②苗は稚苗で裁植密臆

Ｖ成果の評価と取扱上の留意点

l福岡県「良質米生産技術指針」に追加記載する。

２前作に野菜等を作付した場合の基肥量は、残存窒素量を考慮して減肥する必要がある。
勺

Ⅵ今後の研究上の問題点

Ⅶ資料名

63～2年度福岡県農業総合試験場農産研究所、豊前分場夏作試験成績書

－２９－


